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研究成果の概要（和文）： 

声の特徴を認知・記憶するメカニズムを解明するために、母語・非母語情報と声質情報の相

互作用に関して、音声マスキングを用いて実験を行い検討した。その結果、声質（個人性情報）

の認知に言語（母語／非母語）の韻律情報や文脈条件が重要な影響を及ぼしていることが示唆

された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 For the purpose of making the mechanism of cognition and memorization of vocal quality, 
some examination was carried out using the method of speech masking on the interaction 
between native/non-native language and vocal quality.  It was suggested that the 
information of prosody (native or non-native) and that of context have much influence upon 
the recognition of vocal quality.  
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１．研究開始当初の背景 

声質の認知は音声知覚の中でもほとんど

研究が進んでいない研究課題の一つであっ

た。音声の個人性の同定には韻律情報が重要
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な役割を果たしていることが指摘されてき

たが，従来の研究の多くが工学的研究（音声

認識），言語学的研究(方言研究)であり，実

験心理学的研究（特に認知的な面）からはほ

とんど行われてこなかった。また，大部分が

特定の言語についての研究であり，話者と聞

き手の間の母語と非母語の関係に焦点を当

ててアプローチするような研究は，国内外に

おいてなかった。 

 

２．研究の目的 

「声の特徴」をどのように認知・記憶する

のかについて、認知実験を行って、そのメカ

ニズムを解明し、実験・分析データに基づい

た『声質の情報処理モデル』を構築すること

である。 

３．研究の方法 

母語・非母語情報（母語を話しているか非

母語を話しているか）と声質情報（どのよう

な声であるか）を分離するように提示し、母

語・非母語情報が声質情報にどのような影響

を及ぼすかを調べた。まず実験刺激となる音

声資料（日本人およびアメリカ人の音声）を

収録した。話者は日本人／アメリカ人、言語

は日本語と米語で、これらを組み合わせて４

つの刺激条件を設けた。すなわち、日本人が

日本語を話す／日本人が米語を話す／アメ

リカ人が米語を話す／アメリカ人が日本語

を話す、の４条件であった。次に、これらの

音声刺激に加工を施して、認知実験用の刺激

を作成した。 

 

４．研究成果 

平成 18 年度はまず実験刺激となる音声資

料(日本人及びアメリカ人の音声)を収録し

た。4 つの刺激条件(話者(2)×言語(2))の刺

激を作成した。加工前の音声刺激について、

日本人被験者に対して認知・記憶実験を行っ

た。 

平成 19 年度は加工音声を用いて２つの認

知実験を行った。実験１では、日本語母語話

者が日本語を話す場合について、話者の話す

速さ（話速）という提示条件の違いにより声

質の認知はどのような影響を受けるのかに

ついて検討した。実験２では、音声を逆向再

生した場合について検討した。前年度（2006

年度）の研究結果では話者が外国語を話して

いると認知すると声質の認知が影響を受け

るという結果が得られたが、それが外国語を

話しているということの認知によるのかそ

れとも外国語の韻律情報の違いによるのか、

両者を分離して声質の認知を調べた。 

平成 20年度は平成 19年度の実験データを

さらに収集した。その結果、話速により声質

の認知は影響を受け、特に話速が遅い場合に

その影響が大きいことが分かった。さらに、 

音声を逆向きに提示すると、日本人話者を日

本語非母語話者（すなわち「外国人話者」）

に同定しやすくなり、いくつかの評定項目に

おいて、順向提示の場合との間に有意な差異

が認められた。さらに、2006 年度に行った日

本語母語話者が英語を話した場合のデータ

と比較すると、英語を話した場合には「自信

がない」と判断しやすかったのに対して、聞

き手も知らない外国語（実際は逆向き提示な

ので外国語ではないが外国語のように聞こ

える）の場合には、このような判断傾向は得

られない、などの結果が得られた。これらの

研究成果より、声質（個人性情報）の認知に

言語（母語／非母語）の韻律情報や文脈条件

が大きな影響を及ぼしていることが示唆さ

れた。 
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